
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本医労連医師対策委員会は、定期大会以後、当面の活動を医師・医学生署名実行委員会に

結集し、署名推進に取り組むことを決め、運動をすすめてきました。 

この署名は、11 月末までに 2 万人を超える医師・医学生の賛同を得て、先の臨時国会に提

出されました。10月 22日には「署名提出集会」がおこなわれ、民主党・自民党・公明党・共

産党の議員・秘書が参加しました。また、11月 8日のまとめ集会では一年間の運動をふりか 

えり、代表呼びかけ人の本田か

らの報告の後各地での取り組

みが報告され、医師と医学生だ

けで 800 人近くが呼びかけ人

になり、２万人を超える署名を

集めたというのは、大きな成果 

だ。今後、会をつくろうとした目的である医療崩壊を阻止しようという点ではまだやるべきこ

とが残っており、今後の活動が必要だなど確認しました、署名 12月 3日(木）、参議院の厚生

労働委員会と文教科学委員会の両委員会で採択され、参議院本会議で請願が可決されました。

この採択は歴史的な成果です。日本医労連は署名を広げるとともに事務局の一員として国会行

動にも積極的に参加し、請願採択に大きく貢献しました。 

また、医師ユニオンが中心となって作成した「医師の働く権利 基礎知識」普及にも取り組

み、日本医労連で 400部以上を普及しています。 
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(11月 8日のまとめ集会の様子) 


